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第 10回町政報告会資料 

 

 

Ⅰ 会期 

 

 

12月定例会日程（11/27～12/11）会期 15日間 

 

【内訳】 

 

実働 

 

本会議 6日 

委員会 1日 

休会 議案調査 2日 

議事の都合 2日 

休日 4日 
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Ⅱ 一般質問 

 

 ① 大橋よしひさ一般質問 

（11月 29日） 

 

1 わが町における人口増加策は 

Ｑ 杉戸町の人口は 47,000 人台であったが、46,000

人台に割り込み、今もなお人口の減少が続いている。

このままでは町民の夢である杉戸「市」への移行が

夢となってしまう。人口増加策としてどのような取

り組みをしているのか。 

Ａ 子育て世代の獲得を目指して、若い世代に魅力ある

まちづくり、「子育てがすきになるまちづくり」を目指

し、子ども医療費の無料化の拡大、保育園保育料の引

き下げ、赤ちゃんを育てる家庭に対するごみ袋の支給、

放課後児童クラブの受け入れ拡大、統合幼稚園・保育

園の建設、泉保育園の改修などを行っています。 

Ｑ 人口の減少に対して危機感を持っているのか。町と

して対策をして、検討会議などを行うことはあるのか。 



4 

 

Ａ 対策会議などを行ったことはありません。 

Ｑ 総花主義で目玉となる政策がない。具体的なビジ

ョンを示すべきだと思うが。 

Ａ 「安心・安全」「子育て」「環境」「健康」の４つのテー

マに絞っていきます。 

Ｑ 行っているだけでは意味がない。それを宮代町の

ようにＰＲしていく必要があるのではないか。 

Ａ 今後関係各課と検討をしていきます。 

Ｑ 幸手市は第 3 子の給食費を無料に、茨城県境町で

は第３子に対して年間 10 万円を 5 年にわたって支

給をしている。杉戸町でも第三子に対する優遇措置

をとってはどうか。 

Ａ 今後検討をいたします。 

Ｑ 不妊治療に対する取り組みは。 

Ａ 県の補助制度を利用しています。 

Ｑ 白岡市では県の補助に年 10 万円を、宮代町では

年５万円を上乗せしている。この世に生まれてきた

子どもを育てる施策が充実しても、子育てを始める

ための施策が充実していない。金額の問題ではなく、
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困っている人を援助する行政の姿勢が問われている

と思うが、町で上乗せ支援を行う考えはないか。 

Ａ 今後必要なものか研究していきます。 

 

２ 来年度の町立中学校における土曜日の授業は 

Ｑ 平成 26 年度の土曜日授業は、設置者の判断で土

曜日の授業が行えやすいように、文部省内の規則を

変更する。来年度の杉戸町の小中学校の土曜日授業

はどのようになるのか。 

Ａ 新たな取り組みを導入する予定はありません。 

Ｑ 近隣自治体の取り組みは。 

Ａ 幸手市、宮代町、蓮田市では年に数回行っています。

春日部市では逆に土曜日授業を取りやめています。 

 

３ 総合運動公園と体育館の建設を 

Ｑ 2020 年夏季オリンピックが東京で開催すること

が決定になったが、健康づくりのためにも町内に総合

運動公園、体育館が必要だと思うが、町の考えは。 

Ａ 普通建設事業費を原則凍結としている状況なので、



6 

 

大変厳しいのではないのかと考えています。既存の

施設での健康づくりを推進していきます。 

Ｑ 予算の問題となるわけですが、どれくらいの費用

が必要になるのか。 

Ａ 体育館で約20億円、総合運動公園で約50億円かか

ります。 

Ｑ 貯金も 20 億ある。たまには町民に夢を見てもら

うような事業にお金を使ってもいいのではないのか。

せめて、総合振興計画にのせてもいいのではないのか。 

Ａ 財政との兼ね合いもありますが、検討の 1 つの材料

としていきたいと考えています。 

 

4 エコ・スポいずみの今後について 

Ｑ 現在プールを廃止とする改革案が浮上をしている

が、プール廃止後もプールが町民の健康づくりの一翼

を担えるよう、町内の民間事業者との協働を行う考え

はないのか。 

Ａ 本年 8 月にて廃止を行う予定です。 

 町内の民間事業者であっても、公平性・公正性の観点
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から営利につながる恐れがあるため、大変難しいの

ではないのかと考えます。プールのほかにスポーツが

気軽に行えるよう推進していきます。 

Ｑ 町長は去年４Ｃ（協働、挑戦、変革、創造）を唄

っていた。町が経費削減をするためにプールを閉鎖す

るわけで、プールの利用者に罪はない。このままでは、

新聞に出るような悪徳商法と同じである。プールで健

康づくりをしている人に、「はい、さようなら。」とい

うのでは、どこが健康支援と呼べるのか。何も新しい

ことが始まらないのではないか。 

Ａ 民間のスイミングスクールのパンフレットを掲載する

など間接的なコラボレーションを行っていきたいと思

います。 
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② 議員一般質問 

議員名 質問内容 

平 川 忠 良 防災対策は 

災害時要援護者の避難対策について 

太陽光発電に公共施設の屋根貸し事業の提案 

大 橋 芳 久 わが町における人口増加策は 

来年度の町立学校における土曜日授業は 

スポーツ施設の充実を 

ふれあいセンター「エコ・スポいずみ」の今後 

須 田 恒 男 災害公営住宅建設に向けて 

人事及び職員体制 

校庭から発生する砂塵の被害に対策を 

がん検診受診率の向上策は 

伊藤美佐子 「すぎと健康マイスター」の取り組み 

「トイレシェアリング」の推進で、高齢者や障

がい者の外出を促しては 

南側整備計画について 

森 山 哲 夫 古谷町長が起こした人身事故について 
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消費税の増税が町の財政等に与える影響について 

石 川 敏 子 統合幼稚園と保育園の複合施設は 

放課後児童クラブの年齢拡大 

日光街道杉戸宿みなみがわ散策道に公衆トイレの設置を 

窪 田 裕 之 「とねっと」について 

医師確保のために 

接骨院も窓口払いの廃止を 

都 築 能 男 防犯灯と街路灯について 

通学路について 

阿 部 啓 子 公共施設の使用料は無料に戻し、町民の活力を

取り戻しては 

温水プールを廃止するかどうかは、利用者が多

いことから慎重に決めるべきでは 

臨時保育士の待遇改善は 

坪 田 光 治 水道水の安全と公共下水道への接続啓発について 

自転車で健康促進と町の活性化を 
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 ・災害公営住宅建設に向けて 

 ・人事及び職員体制 

   → 来年度も県へ出向依頼をする 

 ・古谷町長が起こした人身事項について 

   → 行政処分が出ていないため未確定 

 

 Ⅲ 議案 

 

9議案が審議され、すべて可決しました。 

 議   案 決 大橋 

67 杉戸町公平委員会委員の選任について 可決 賛成 

68 指定管理者の指定について（アグリパークゆ

めすぎと[アグリパークゆめすぎと育苗施設

を除く]） 

可決 賛成 

69 指定管理者の指定について（アグリパークゆ

めすぎと育苗施設） 

可決 賛成 

70 杉戸町議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例及び職員の勤務

可決 賛成 
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時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改

正する条例 

71 平成 25年度杉戸町一般会計補正予算（第 4号） 可決 賛成 

72 杉戸町水道給水条例の一部を改正する条例 可決 賛成 

73 杉戸町下水道条例の一部を改正する条例 可決 賛成 

74 平成 25 年度杉戸町水道事業会計補正予算

（第 2号） 

可決 賛成 

75 平成 25 年度杉戸町公共下水道事業特別会計

補正予算（第 3号） 

可決 賛成 

 

 気になった議案 

第 68 号 指定管理者の指定について（アグリパークゆめす

ぎと[アグリパークゆめすぎと育苗施設を除く]） 

 ・ アグリパークとは指定管理の契約 

 ・ 「アグリパークゆめすぎと」以外に競争相手がいない 

第 73号 74号 杉戸町水道給水条例（下水道条例）の一部を

改正する条例 

 ・ 消費税率の改定に伴う値上げ 
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Ⅳ 全員協議会より 

 

（11月 13日） 

・  ふれあいセンターエコ・スポいずみの新たな活用について 

・  （仮称）杉戸町自治基本条例の制定に関する提言書について 

（11月 20日） 

・ 統合幼稚園・保育園の設計業務の委託について 

（12月 11日） 

  ・ 杉戸町下水道配水設備指定工事店及び杉戸町排水設備

工事責任技術者の違反行為に対する処分について 

  ・ 一般旅券発給事務について 

 

Ⅴ その他 

 ・ 本日午後２時よりタウンミーティングを行います。 


